
目　次

主な話題
臨時市議会 ２～３
家庭バレーボール大会 ４
話題あれこれ ５
市民課・生活環境課 ６～７
子育て情報 ８
学びの情報箱 10～11
くらしの情報・慶弔 12～13
秋田わか杉国体 14

No.22
平成18年（2006年）
３月１日発行

潟上市市章

第１回潟上市家庭バレーボール大会
（２月19日、会場・潟上市天王総合体育館）
詳細は４ページに掲載



2

潟上市

臨時市議会

各
常
任
委
員
会
・

議
会
運
営
委
員
会

各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
の
構
成
委
員
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
総
務
常
任
委
員
会
】（
六
人
）

委

員

長

伊
　
藤
　
栄
　
悦

副
委
員
長

藤
　
原
　
幸
　
雄

委
　
　
員

千
　
田
　
正
　
英

委
　
　
員

藤
　
原
　
典
　
男

委
　
　
員

中
　
川
　
光
　
博

委
　
　
員

堀
　
井
　
克
　
見

【
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
】（
六
人
）

委

員

長

伊
　
藤
　
　
　
博

副
委
員
長

菅
　
原
　
久
　
和

委
　
　
員

戸
　
田
　
俊
　
樹

委
　
　
員

成
　
田
　
　
　
進

委
　
　
員

佐
　
藤
　
幸
　
孝

委
　
　
員

藤
　
原
　
幸
　
作

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】（
五
人
）

委

員

長

児
　
玉
　
春
　
雄

副
委
員
長

佐
　
藤
　
義
　
久

委
　
　
員

澤
　
井
　
昭
二
郎

委
　
　
員

赤
　
平
　
末
次
郎

委
　
　
員

佐
　
藤
　
　
　
昇

【
文
教
常
任
委
員
会
】（
五
人
）

委

員

長

佐
　
藤
　
恵
佐
雄

副
委
員
長

大
　
谷
　
貞
　
廣

委
　
　
員

小
　
林
　
　
　
悟

委
　
　
員

村
　
井
　
政
　
克

委
　
　
員

西
　
村
　
　
　
武

【
議
会
運
営
委
員
会
】（
四
人
）

委

員

長

澤
　
井
　
昭
二
郎

副
委
員
長

藤
　
原
　
幸
　
雄

委
　
　
員

成
　
田
　
　
　
進

委
　
　
員

西
　
村
　
　
　
武

【
湖
東
地
区
行
政
事
務
一
部
事
務
組
合
】

議
　
　
員

澤
　
井
　
昭
二
郎

議
　
　
員

小
　
林
　
　
　
悟

議
　
　
員

佐
　
藤
　
義
　
久

議
　
　
員

赤
　
平
　
末
次
郎

議
　
　
員

伊
　
藤
　
栄
　
悦

議
　
　
員

菅
　
原
　
久
　
和

【
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
】

議
　
　
員

千
　
田
　
正
　
英

議
　
　
員

伊
　
藤
　
　
　
博

一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
潟
上
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の
臨
時
市
議
会
が
二
月
二
十
二
日
、
潟
上
市
役

所
昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

先
の
選
挙
で
当
選
し
た
議
員
二
十
二
人
全
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
今
議
会
で
は
、
は
じ
め
に
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
、
藤
原
幸
作
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
議
長
は
「
潟
上
市
の
近
未
来
の
基
礎
・
土
台
づ
く
り
の
最
重
要
と
な
る
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
地

域
特
性
を
活
か
し
た
施
策
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
負
託
に
応
え
た
い
。
市
民
参
加
型
の
市
民
自
治
を
当
局
、

議
会
が
一
体
と
な
り
、
政
策
で
前
進
す
る
活
力
あ
る
議
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
各
議
員
の
議
席
の
指
定
後
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
堀
井
克
見
氏
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
の
構
成
を
決
定
し
、
各
委
員
会
で
互
選
さ
れ
た
正
副
委
員
長
が
報
告

さ
れ
た
後
、
各
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
市
長
が
行
政
報
告
を
行
っ
た
後
、
豪
雪
対
策
費
等
に
伴
う
専
決
処
分
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

承
認
・
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
専
決
処
分
）

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算

に
三
億
五
一
四
万
一
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
が
一
二
五
億
八
、

五
八
〇
万
六
千
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
主
な
も
の
は
、
除
雪
委
託

料
及
び
除
雪
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

委
託
料
二
億
八
、
六
〇
〇
万
円
な

ど
で
す
。

●
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
専
決
処
分
）

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算

に
一
億
八
、
九
八
三
万
二
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
が
一
二
七
億

七
、
五
六
三
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
主
な
も
の
は
、
除
雪
委
託

料
及
び
除
雪
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

委
託
料
一
億
七
、
三
四
〇
万
二
千

円
な
ど
で
す
。

●
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
議
案
）

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算

に
八
八
四
万
二
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
が
一
二
七
億
八
、
四
四

八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
主
な
も
の
は
、
小
学
校
管

理
費
二
三
〇
万
二
千
円
、
中
学
校

管
理
費
三
六
〇
万
五
千
円
な
ど
で

す
。

議
　
　
員

大
　
谷
　
貞
　
廣

議
　
　
員

西
　
村
　
　
　
武

【
男
鹿
地
区
衛
生
処
理
一
部
事
務
組
合
】

議
　
　
員

児
　
玉
　
春
　
雄

議
　
　
員

成
　
田
　
　
　
進

議
　
　
員

藤
　
原
　
幸
　
雄

議
　
　
員

佐
　
藤
　
恵
佐
雄

一
部
事
務
組
合
議
会

▲副議長　堀井克見 ▲議長　藤原幸作
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臨時市議会から
は
じ
め
に
、
豪
雪
に
つ
い
て
の

対
応
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

今
冬
の
雪
対
策
は
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
昨
年
十
二
月
末
の

豪
雪
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
四
日
未
明
か
ら
の

大
雪
に
よ
り
、
市
で
は
同
日
午
前

十
時
に
「
潟
上
市
豪
雪
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
以
来
、
今
年
一
月
十

五
日
ま
で
の
十
八
日
間
に
わ
た
り
、

二
十
四
時
間
体
制
で
庁
内
各
部
局

が
雪
害
に
よ
る
事
故
等
の
未
然
防

止
と
各
般
の
状
況
把
握
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。

幹
線
道
路
と
生
活
路
線
の
早
期

除
排
雪
で
は
、
除
雪
委
託
業
者
四

十
社
、
除
雪
機
械
七
十
一
台
で
、

五
〇
〇
路
線
、
延
長
三
六
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
計
画
路
線
全
線
の
除

雪
を
行
い
、
翌
二
十
五
日
の
夜
半

ま
で
に
は
ほ
ぼ
完
了
致
し
ま
し

た
。本

来
、
通
常
の
除
雪
作
業
に
お

い
て
は
、
一
日
五
時
間
か
ら
六
時

間
の
作
業
時
間
で
あ
り
ま
す
が
、

例
年
に
な
い
降
雪
量
の
多
さ
か
ら

除
雪
作
業
に
は
十
数
時
間
を
費
や

し
、
交
通
確
保
に
は
予
想
以
上
の

時
間
を
要
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
年
が
明
け
た
一
月
四

日
か
ら
降
り
続
い
た
雪
は
、
こ
れ

も
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、
十
二

月
か
ら
の
降
雪
に
よ
り
す
で
に
車

道
幅
員
が
狭
隘
と
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
除
雪
は
困

難
と
判
断
し
、
六
日
夜
に
除
雪
委

託
業
者
に
対
し
、
幹
線
道
路
及
び

生
活
道
路
等
の
歩
道
を
含
め
た
排

雪
作
業
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
降
雪
量
の
多
さ
か
ら

思
う
よ
う
に
作
業
が
捗
ら
な
い
た

め
、
豪
雪
対
策
本
部
で
は
市
内
各

自
治
会
へ
の
一
斉
除
排
雪
を
要
請

す
る
こ
と
と
し
、
同
十
一
日
に
緊

急
の
自
治
会
長
会
議
を
開
催
し
、

通
学
路
及
び
生
活
道
路
等
の
確
保

の
た
め
、
市
内
一
斉
除
排
雪
の
実

施
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
十
四

日
と
十
五
日
の
両
日
に
市
内
八
十

以
上
の
自
治
会
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
関
係
者
や
児
童
生
徒
を
含
め
た

多
数
の
市
民
の
参
加
の
も
と
、
除

排
雪
作
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昨
今
、

地
域
の
連
帯
感
の
希
薄
化
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
参
加

に
よ
る
地
域
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
こ
の
豪
雪

を
克
服
で
き
た
も
の
と
関
係
各
位

に
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
連
日
の
排
雪
作
業
の
実

施
に
伴
い
、
当
初
十
カ
所
設
け
ま

し
た
市
指
定
の
排
雪
場
所
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
た
め
、
飯
田
川
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
、
県
工
業
団
地
、

Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
に
隣
接
す
る
県
所
有

地
を
含
め
、
十
九
カ
所
に
増
設
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
除
雪
活
動
に
多
額
の
経

費
を
要
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
二
十
日
に
上
京
し
、

本
市
単
独
で
国
土
交
通
省
道
路
局

長
、
次
長
、
防
災
課
長
、
地
方
道

環
境
課
長
へ
「
豪
雪
に
伴
う
道
路

除
排
雪
経
費
の
財
政
支
援
を
求
め

る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
、
理

解
を
求
め
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

記
録
的
な
大
雪
は
、
市
内
の
花

き
並
び
に
野
菜
を
中
心
と
し
た
栽

培
農
家
の
ハ
ウ
ス
な
ど
を
直
撃

し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

お
り
ま
す
。
市
及
び
管
内
農
協
等

の
被
害
状
況
調
査
に
基
づ
き
、
一

月
二
十
七
日
現
在
に
発
表
さ
れ
た

県
農
林
水
産
部
に
よ
る
「
大
雪
に

よ
る
被
害
状
況
」
で
は
、
本
市
に

お
け
る
野
菜
・
花
き
等
の
農
産
物

被
害
額
は
五
七
〇
万
一
千
円
、
農

業
用
施
設
で
は
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の

全
壊
が
四
十
八
棟
で
二
、
三
九
二

万
九
千
円
、
半
壊
及
び
ビ
ニ
ー
ル

の
破
損
が
十
二
棟
で
三
五
八
万
一

千
円
、
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
破
損
が

四
棟
で
八
四
万
四
千
円
、
肥
料
倉

庫
な
ど
の
共
同
利
用
施
設
の
一
部

破
損
が
一
棟
一
六
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
で
被
害
額
は
調
査
中
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
ま
す
と
被

害
総
額
は
約
三
、
四
〇
〇
万
円
に

上
る
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
降
雪
に
よ
り
、
特
に

被
害
が
著
し
い
Ｊ
Ａ
秋
田
み
な
み

天
王
総
合
支
所
花
き
部
会
か
ら
、

去
る
一
月
二
十
七
日
に
救
済
措
置

を
求
め
る
要
望
を
受
け
て
お
り
ま

す
。市

と
致
し
ま
し
て
も
、
今
後
県

並
び
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
被
害
農
家
の
救
済
を
図
る
よ

う
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

一
人
暮
ら
し
、
高
齢
世
帯
及
び

身
体
障
害
者
世
帯
の
除
排
雪
は
、

地
区
民
生
委
員
や
町
内
会
長
、
社

会
福
祉
協
議
会
ヘ
ル
パ
ー
等
か
ら

の
情
報
や
依
頼
に
よ
り
、
市
職
員

と
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
各
庁

舎
ご
と
に
班
編
制
を
も
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
連
携
を
と
り
な
が
ら
出
動

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
者
も
そ
れ

ぞ
れ
要
請
に
応
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
中
の
出
動
は
一
〇

六
件
、
一
月
は
三
八
六
件
の
出
動

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
作
業
が
終

了
し
た
後
に
、
感
謝
の
葉
書
や
お

礼
の
電
話
を
数
多
く
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
降
雪
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上

に
各
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
市

民
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
万
全
の

体
制
で
望
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
旧
天
洋
酒
造
跡
地
の
建

物
に
つ
い
て
は
、
積
雪
に
よ
る
複

数
の
破
損
箇
所
や
崩
落
し
た
箇
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
融
雪
を

待
っ
て
被
害
状
況
等
を
把
握
し
、

当
初
予
算
で
対
処
し
た
い
と
考
え

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
生
活
の
安
全
確
保

の
た
め
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

市
長
行
政
報
告
（
要
旨
）

潟
上
市
豪
雪
対
策
本
部

農
業
用
施
設
・
農
作
物
の
被
害
状
況

一
人
暮
ら
し
・
高
齢
世
帯

身
体
障
害
者
世
帯
の
除
排
雪

�
二
月
八
日
、平
野
昭
東
北
農
政
局
長
が
本

市
の
雪
害
状
況
を
視
察
し
、石
川
市
長
と
面
談



●
第
１
回
潟
上
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

主
催：

潟
上
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
場：

潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館
（
２
月
12
日
）

〈
男
子
の
部
〉

優
　
勝

新
　
　
関

準
優
勝

マ
マ
つ
ぶ

第
３
位

羽
城
ク
ラ
ブ

第
３
位

秋
田
県
立
大
学

最
優
秀
選
手
賞

佐
藤
　
宏
樹
（
新
関
）

ベ
ス
ト
５
賞

菅
原
　
徳
之
（
新
）、
鈴
木
　
和
磨
（
マ
）

桜
庭
　
　
翼
（
マ
）、
高
橋
　
秀
和
（
羽
）

本
田
　
　
淳
（
秋
）

〈
女
子
の
部
〉

優
　
勝

天
王
は
ま
な
す

準
優
勝

羽
城
中
女
子

第
３
位

天
王
中
女
子

第
３
位

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
　
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

最
優
秀
選
手
賞

佐
藤
　
未
央
（
は
）

ベ
ス
ト
５
賞

大
野
　
裕
美
（
は
）、
千
田
　
綾
乃
（
羽
）

田
仲
　
初
美
（
羽
）、
今
井
　
遥
子
（
天
）

佐
々
木
千
穂
（
Ｇ
）

●
第
１
回
潟
上
市
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

主
催：

潟
上
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
場：

潟
上
市
昭
和
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

（
２
月
11
日
・
12
日
）

〈
小
学
生
Ｕ
ー
11
の
部
〉

優
　
勝

天
王
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
　

準
優
勝

昭
和
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少

第
３
位

Ｆ
Ｃ
追
分
ウ
イ
ン
グ
ス

〈
小
学
生
Ｕ
ー
12
の
部
〉

優
　
勝

天
王
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
　

準
優
勝

昭
和
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少

第
３
位

Ｆ
Ｃ
追
分
ウ
イ
ン
グ
ス

〈
中
学
Ａ
の
部
〉

優
　
勝

天
王
中
学
校

準
優
勝

羽
城
中
学
校

第
３
位

天
王
南
中
学
校

〈
中
学
Ｂ
の
部
〉

優
　
勝

羽
城
中
学
校

準
優
勝

天
王
南
中
学
校

第
３
位

天
王
中
学
校

4

ム
・
約
四
百
二
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。大

会
は
、
男
子
・
女
子
・
壮
年
・
主

婦
の
四
部
門
で
予
選
リ
ー
グ
が
行
わ

れ
、
各
チ
ー
ム
と
も
白
熱
し
た
好
ゲ
ー

ム
を
展
開
し
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
入
る
と
、
各
チ
ー
ム
の
応
援
団

か
ら
「
一
本
集
中
」「
が
ん
ば
れ
！
」

な
ど
の
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
、
白
球
を

追
う
選
手
に
も
一
段
と
熱
が
入
り
ま
し

た
。試

合
後
は
、
両
者
の
健
闘
を
称
え
て

握
手
を
交
わ
し
、
和
や
か
に
交
流
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
出
戸
新
町
Ａ

準
優
勝
　
天
王
Ａ

第
３
位
　
上
出
戸

第
３
位
　
羽
立
北
野

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
追
　
分

準
優
勝
　
追
分
フ
レ
ン
ズ

第
３
位
　
大
　
崎

第
３
位
　
Ｆ
・
ル
ー
キ
ー

【
壮
年
の
部
】

優
　
勝
　
天
　
王

準
優
勝
　
下
出
戸
Ａ

第
３
位
　
児
玉
若
旦
那
会

第
３
位
　
大
崎
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
ズ

【
主
婦
の
部
】

優
　
勝
　
出
戸
新
町
Ａ

準
優
勝
　
追
分
グ
ラ
ン
ド
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
ミ
ル
キ
ィ
ウ
ェ
イ

第
３
位
　
児
　
玉

市
が
主
催
す
る
「
第
一
回
潟
上
市
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
二
月
十

九
日
、
潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
の
融

和
・
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

記
念
と
な
る
今
大
会
に
は
各
町
内
会
や

分
館
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
五
十
二
チ
ー

第１回潟上市家庭バレーボール大会

▲男子の部優勝「出戸新町A」

▲男女ともに好プレーが続出！ ▲家族・友人の応援が飛び交う

▲女子の部優勝「追分」

▲壮年の部優勝「天王」 ▲主婦の部優勝「出戸新町Ａ」



〈
一
般
の
部
〉

優
　
勝

Ｋ
Ｆ
Ｃ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー

準
優
勝

羽
城
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

第
３
位

天
王
Ｆ
Ｃ

第
３
位

Ｖ
３
４
０

●
第
１
回
潟
上
市
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

主
　
催：

潟
上
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

会
　
場：

潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館（
２
月
５
日
）

〈
男
子
の
部
〉

優
　
勝

出
戸
球
９
Ａ

準
優
勝

出
戸
球
９
Ｂ

〈
女
子
一
部
〉

優
　
勝

追
分
ク
ラ
ブ

準
優
勝

天
王
フ
ラ
ワ
ー
ズ

〈
女
子
二
部
〉

優
　
勝

飯
田
川
Ｍ
Ａ
Ｘ

準
優
勝

ラ
ッ
キ
ー
ズ

〈
最
優
秀
選
手
賞
〉

川
上
　
良
介
（
出
戸
球
９
Ａ
）

千
種
　
訓
子
（
追
分
ク
ラ
ブ
）

佐
藤
　
友
子
（
飯
田
川
Ｍ
Ａ
Ｘ
）
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２月18日（土）、日本青年館（東京都新宿区）で「第
32回ふるさと天王会（吉田正志会長）」が、会員など約
80人の出席のもと開催されました。
潟上市からは、石川光男市長をはじめ、赤平末次郎議会

議長、鈴木久米雄ＪＡ秋田みなみ副組合長らが出席しまし
た。総会あいさつで吉田会長が「昨年来の未曾有の大雪被
害に心からお見舞い申し上げます。潟上市誕生にともない、
はじめてのふるさと天王会ですが、ふるさと昭和会、飯田
川会との連携を深めていきましょう」と提案され、今回は
じめて参加したふるさと昭和会佐々木嘉昭会長、ふるさと
飯田川会小玉勝男事務局長と今後交流を深めていくことが
確認されました。
また、石川市長は「市民歌、市の木・花・鳥の制定がま

もなく正式決定されます。潟上市総合発展計画の策定等の
新しい市の形作りを進めていきます。昭和地区の工業団地
もあるので、進出企業等の話があればどこにでも出かける
のでご協力いただきたい」と述べ、赤平議長からは「昭和
地区出身ですが、今後も交流を深めていきたい」とのあい
さつがありました。
懇親会は鈴木副組合長の乾杯で始まり、カラオケやビン

ゴゲーム、高級スイス製腕時計が当たる市長とのじゃんけ
ん大会などで盛り上がり、ふるさと天王に想いを馳せなが
ら和気あいあいに行われました。

32回ふるさと天王会
故郷に想い馳せ、交流を深める第

湖東地区消防署では、２月22日に同署管内の小学５
年生を対象に、第16回防火作文コンクールと第15回火
災予防標語コンクールを行いました。
○作文の部
・優秀賞「家族みんなで気をつけよう」

橋本　李奈
り な

（豊川小学校）
・佳　作「かんたんなのにできない」

石川　彩加
あ や か

（飯田川小学校）
○標語の部
・最優秀作「毎日の　火の元点検　安心笑顔」

菅原　賢哉
け ん や

（大久保小学校）
・優秀作「少しだけ…　そのこうきしんが　火事のもと」

稲葉美乃里
み の り

（豊川小学校）
・優秀作「気をつけて　身近に火事は　ひそんでる」

伊藤　陽香
は る か

（飯田川小学校）
・優良作「火とくらす　世の中みんな　要注意」

菅原　優美
ゆ う み

（大久保小学校）
※入賞した市内関係者を掲載

東地区消防署
防火作文・火災予防標語コンクール湖

▲石川市長（写真中央）が「新市のまちづくりにご支援をお願いしたい」と
あいさつ。（写真左が吉田会長）

�
再
会
を
祝
っ
て
鏡
開
き

�
入
賞
し
た
市
内
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん

�
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
い

心
を
一
つ
に
合
唱

「話題あれこれ」コーナーでは、各種団体や地域
の話題など、市民みなさんの活動や交流を広く紹
介します。ホットな話題をお待ちしています。

（総合政策課広報統計班　�878-9802）



秋
田
地
域
振

興
局
が
主
催
す

る
「
環
八
郎

湖
・
流
域
の
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
７
〜

水
田
に
い
き
も

の
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
意
義
〜
」

（
仮
題
）
が
、
潟
上
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

周
辺
の
農
業
と
調
和
し
た
美
し
い
八

郎
湖
を
取
り
戻
す
た
め
、
市
民
み
な
さ

ま
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

と
　
き
▼
３
月
11
日
（
土
）

13
時
〜
17
時

と
こ
ろ
▼
潟
上
市
昭
和
公
民
館
ホ
ー
ル

（
市
役
所
昭
和
庁
舎
と
な
り
）

内
　
容
▼
講
　
演

「
土
を
つ
く
り
、
生
き
も
の
を
育
む
〜
宮

城
県
・
蕪
栗
沼
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
」（
仮
題
）

講
　
演

「
田
ん
ぼ
に
魚
を
登
ら
せ
る
〜
農
業
・
農

村
の
新
た
な
テ
ー
マ
“
自
然
再
生
”
に

関
連
し
て
〜
」（
仮
題
）

意
見
交
換

「
地
域
振
興
に
果
た
す
自
然
再
生
の
役
割

に
つ
い
て
考
え
る
」（
仮
題
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
秋
田
地
域
振
興
局

「
環
八
郎
湖
・
流
域
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」（
�
８
６
０
ー
３
３
１
３
）
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も
う
す
ぐ
、
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方

（
さ
れ
た
方
）
は
、
住
民
異
動
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と
選
挙
で
投
票
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民
年
金
が
正
し
く
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

困
り
ご
と
が
い
ろ
い
ろ
で
て
き
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
の
際
は
、
届
出
人
の
身
分
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
等

の
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
官
公
署
の
発
行
す
る
公
的
な
証
明
書
や

健
康
保
険
者
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

各
種
届
出
は
、
市
役
所
各
庁
舎
窓
口
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

市民課から

転入届…市外から引っ越ししてきたとき

潟上市に住み

はじめた日から

14日以内

※印鑑登録も一緒に済ませると便利です。

・ 届出人の印鑑

・ 転出証明書

・ 国民年金手帳（加入者）

・ 身体障害者手帳（所持者）

届出期間 必要なもの（該当するものをお持ちください）

転出届…市外へ引っ越しするとき

引っ越しする前

※ 既に新住所に住んでいるなどの事情で、窓口にお越しになれない場合は郵
送で手続きすることもできます。

・ 届出人の印鑑

・ 国民健康保険者証（加入者）

・ 老人保健医療受給者証（所持者）

・ 介護保険者証（所持者）

・ 福祉医療費受給者証（所持者）

・ 印鑑登録証（所持者）

・ 住民基本台帳カード（所持者）

届出期間 必要なもの（該当するものをお持ちください）

転居届…市内で引っ越ししたとき

引っ越ししてから

14日以内

お問い合わせは…潟上市市民課（�８７７－７８０８）

・ 届出人の印鑑

・ 国民健康保険者証（加入者）

・ 老人保健医療受給者証（所持者）

・ 介護保険者証（所持者）

・ 福祉医療費受給者証（所持者）

・ 身体障害者手帳（所持者）

・ 住民基本台帳カード（所持者）

届出期間 必要なもの（該当するものをお持ちください）



県
で
実
施
し
て
い
る
「
環
境
あ
き
た

県
民
塾
」
な
ど
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
淑

徳
大
学
教
授
の
北
野
大
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
地
球
環
境
を
救
う
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
へ
」
と
題
し
て
特
別
講
演

を
行
い
ま
す
。

と
　
き
▼
３
月
18
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ
▼
秋
田
市
文
化
会
館
・
小
ホ
ー

ル

参
加
費
▼
入
場
無
料
（
先
着
４
０
０
人
）

お
問
い
合
わ
せ
は
…

県
環
境
あ
き
た
創
造
課

（
�
８
６
０
ー
１
５
７
４
）

今
年
度
も
県
内
三
会
場
に
お
い
て
体

験
分
野
を
含
む
七
講
座
を
開
講
す
る
ほ

か
、
大
学
教
授
に
よ
る
特
別
講
座
も
開

講
す
る
予
定
で
す
。

十
六
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。

開
講
日
▼
月
１
回
程
度
（
５
月
〜
11

月
）
・
原
則
日
曜
日

場
　
所
▼
中
央
地
区
・
遊
学
舎

受
講
料
▼
無
　
　
料

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
…

県
環
境
あ
き
た
創
造
課

�
８
６
０
ー
１
５
７
４

�
８
６
０
ー
３
８
８
１
　

7

こ
の
冬
の
豪
雪
に
よ

り
、
家
屋
・
小
屋
・
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
倒
壊
が

相
次
い
で
お
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
の
被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
正
確
な
被
害

状
況
を
把
握
し
、
防
災
関

係
機
関
へ
報
告
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
情

報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

粗大ごみの収集については、昨年４月１日か

ら収集方法が変更になっています。

これまでの集積所方式から戸別収集方式にな

り、収集業者が各家庭まで引き取りに伺います

ので、集積所には出さないでください。

また、粗大ごみ処理券については、収集業者

で販売しておりますのでご利用ください。

家電５品目（テレビ、エアコン、洗濯機、冷

蔵庫、冷凍庫）およびパソコンは、粗大ごみと

して収集できませんので、家電リサイクルセン

ター（�0120-53-7915）及びパソコン３Ｒ

センター（�03-5282-7685）までご連絡く

ださい。

■粗大ごみ収集業者一覧

長
か
っ
た
冬
も
よ

う
や
く
終
わ
り
に
近

づ
き
、
市
内
で
は
雪

ど
け
が
進
み
、
春
が

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。毎

年
、
こ
の
時
期

に
な
る
と
市
内
の
沿
道
に
は
、
空
き
缶
や
紙
く
ず

な
ど
の
ご
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
す
が

す
が
し
い
気
分
に
な
れ
な
い
ば
か
り
か
、
住
民
の

モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
ま
す
。

身
近
な
環
境
の
美
化
に
努
め
、
よ
り
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
生
活
環
境
課

（
�
８
７
７-

７
８
０
２
）

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

生活環境課から

お
問
い
合
わ
せ
は
…

潟
上
市
生
活
環
境
課

（
�
８
７
７-
７
８
０
２
）

天　王 ㈲菅生清掃 �878-2653、090-2274-4214

天　王 ㈲佐藤清掃 �873-2857、090-5848-0226

天　王 湖南環境サービス �877-2542、090-1932-7403

昭　和 昭和クリーン �877-4825、090-7331-6117

昭　和 南本商店 �877-2527

昭　和 伊藤商店 �877-4420、090-5233-9497

昭　和 青木建設㈱ �877-3550

飯田川 二田電気工事 �877-6747、090-2604-9803

お問い合わせは…潟上市生活環境課（�877-7802）

地　区 業　者　名 連　　絡　　先

（

）
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3月16日（木）

９時30分～11時30分
秋田地域振興局福祉環境部
（秋田中央保健所）

12時45分～13時45分 潟上市立大久保小学校
14時00分～14時50分 湖東地区消防署昭和分署
15時05分～16時30分 杉山病院

伊藤　　輝さん
伊東　颯良さん
石井　靖丈さん
石坂　栄二さん
遠藤　亮真さん
大関　寛穂さん
加藤　慶也さん
加藤　永愛さん

加藤　奏花さん
門脇　蕉子さん
工藤　咲喜さん
郡　　隆斗さん
近藤　優音さん
坂本寧音子さん
佐藤　璽元さん
信濃屋智央さん

登藤　陽太さん
畠山　拓人さん
畠山　萌花さん
藤原　夏姫さん
安田　　翠さん
渡部　　卓さん
渡部　智偉さん
渡部　　充さん

昭和・天王地区で、２月に３歳
半児健診をうけた42人中、むし歯
のなかった子どもは24人でした。
むし歯のないきれいな歯をいつ

までも大切にしましょう。

ご協力のお願い

「献血」は、手術や事故等で輸血の必要な患
者さんへ届けられる大切なものです。
潟上市でも献血車が巡回しております。お近

くにきた際はご協力お願いします。

お問い合わせは…潟上市健康課（�855―5115）

保健福祉センター開放日

育児相談日

３月３日（金）

３月24日（金）

10時～12時

〃

天王保健センター

飯田川保健福祉センター

月日（曜日） 時　　間 場　　　　　所

マタニティ教室のお知らせ

麻しん・風しんの予防接種はお済みですか？

３月８日（水）
10時～13時
３月15日（水）
10時～12時

マタニティクッキング
ママと赤ちゃんも元気！お手軽鉄分たっぷりメニュー！
助産師さんに聞いてみよう！
講師　　鈴木　悠子先生

日　　時 内　　　　　　　容

予防接種日程表

お問い合わせは・・・
潟　上　市　健　康　課（�８５５－５１１５）
天 王 保 健 セ ン タ ー（�８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（�８５５－５１８０）

乳幼児健診日程表

※　受付時間は12時30分から13時までです。
対象が地区により、若干異なりますのでご確認ください。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケート
はしっかり記入しましょう。

３月７日（火） 乳児健診 平成17年4・7・10月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　　　　象

〈昭和地区にお住まいの方〉会場：昭和公民館

３月１日（水）

３月２日（木）

３月９日（木）

３月10日（金）

３月16日（木）

３月24日（金）

３歳半児健診

２歳半児歯科健診

10カ月児健診

１歳半児健診

７カ月児健診

４カ月児健診

平成14年８月生

平成15年８月生

平成17年４月生

平成16年８月生

平成17年８月生

平成17年11月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　　　　象

〈天王地区にお住まいの方〉会場：天王保健センター

３月14日（火） 乳児健診 平成17年5･8･11月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　　　　象

〈飯田川地区にお住まいの方〉会場：飯田川保健福祉センター

３月10日（金）

３月13日（月）

３月17日（金）

３月22日（水）

３月24日（金）

〃

〃

〃

〃

〃

３月３日（金）※ 10時～12時

飯田川保健福祉センター

天王保健センター

飯田川保健福祉センター

天王保健センター

飯田川保健福祉センター

飯田川保健福祉センター
天王保健センター

月日（曜日） 時　　間 場　　　　　所

３月９日（木）
生後３ヵ月から６
ヵ月未満までに１
回接種します。

13時～
13時30分

昭和公民館

月日（曜日） 対　　象 時　　間 場　　　所

※持ってくるもの：母子手帳、予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

※３月３日の両センターの開放日では、おひな祭りにちなんだ「簡単！おひなさ
まクッキング」を行います。ぜひご参加ください。
※持ち物：お母さんのエプロン・三角巾、お子さんのエプロン・おしぼりなど

《ＢＣＧ》

平成18年４月１日から予防接種法の改正により、麻しん・風しんの
予防接種の受け方が変更になります。現在の対象者にあたる、１歳～
７歳半未満の方で、まだ麻しん・風しんの予防接種をしていない方は、
平成18年３月31日までに接種を済ませるようにしましょう。（平成
18年４月１日以降に対象外になる方は、自己負担での接種となります）

平成18年度の乳幼児健診・予防接種・開放日の日程表ができました
潟上市ホームページに掲載していますので参考にしてください。

健康課では、妊婦さんを対象に下記の教室を開催します。みんなで
学んだり、おしゃべりして楽しい時間を過ごしてみませんか？
会　場・天王保健センター

参加希望の方は、教室開催日の３日前までに天王保健センター（�878－
6570）へお申込みください。
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教育委員会から

潟上市教育委員会では、次のとおり臨時職員を募集します。

申込期限……履歴書に希望職種を記入のうえ、３月13日（月）までに総務学事課まで提出してください。
お申込み・お問い合わせは…〒018－1502 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70 潟上市教育委員会・総務学事課（�877－7803）

職　　種 生活支援員 保育士 幼稚園教諭 施設管理人
募集人員

勤務場所

勤務内容

勤務時間

任用期間
賃　　金
保　　険
応募資格

平成18年４月１日～平成19年３月31日

昭和26年以降に生まれた方（55歳以下）
社会保険・雇用保険

１人

学校生活の支援

市内小学校

�午前８時15分～
午後４時00分

（うち休憩時間45分）
１日７時間勤務
週35時間

時間給　700円 時間給　750円 時間給　650円

昭和16年以降に生まれた方（65歳以下）

�午前７時30分～
午後６時30分

１日７時間変則勤務

週40時間未満

�午前８時30分～
午後５時15分
１日８時間勤務

週40時間

�午後５時00分～
午後10時00分
１日５時間勤務

週30時間

１人

日本語の指導

天王中学校

若干名

幼児の保育

市内保育園

若干名

幼児の就学前の教育

市内幼稚園

１人

施設の管理

昭和中央地区館
（レイクプラザ昭和）

職　　種 施設管理人
募集人員

勤務場所

勤務内容

勤務時間

賃　　金
保　　険
応募資格

任用期間 平成18年４月１日～平成19年３月31日 平成18年４月１日～平成18年11月30日 平成18年４月１日～
平成18年10月31日

無
昭和16年以降に生まれた方（65歳以下）

１人

施設の管理・資料の説明

石川理紀之助翁資料館

�午前８時30分～
午後５時15分

（うち休憩時間45分）
１日８時間勤務
週３日程度

週24時間

�午前９時00分～
午後５時00分

（うち休憩時間１時間）
１日７時間勤務
週１日程度

�午後５時00分～
午後９時00分
１日４時間勤務
週２日程度

週15時間

時間給　700円 時間給　650円 時間給　800円

�４月・５月･10月･11月
午前９時00分～
午後５時00分

（うち休憩時間１時間）
１日７時間勤務
週２日程度
�６月～９月
午前９時00分～
午後７時00分

（うち休憩時間１時間）
１日９時間勤務
週２日程度
週14～18時間

�午前８時00分～
午後６時00分

（うち休憩時間１時間）
１日９時間勤務
週３日程度

週27時間

�午前８時30分～
午後５時15分

（うち休憩時間45分）
１日８時間勤務
週２日程度

週16時間

１人

受付・施設の管理

飯田川体育館

１人

受付・施設の管理

飯田川二荒山
グラウンドゴルフ場

１人

受付・施設の管理

元木山公園
（野球場・陸上競技場）

１人

受付・施設の管理

長沼公園（野球場・
球技場他）・各球場

区　　分

貸 与 額

募集人数

貸与期間

返還期間

償還方法

大学生、高校卒専門学校生　高校生、中学卒専門学校生

年額　２０万円　　　　　　年額　１５万円

若干名

進学する学校の最短年限（例：高校は３年、大学は４年）

卒業６カ月後、８年以内　　卒業６カ月後、５年以内

無利子。年賦償還。

昭和地区、飯田川地区に居住し、高等学校、大学及びこ
れに準ずる学校に進学が決まった方、もしくは在学生に対
して、奨学金を貸与します。

申込期間 3月1日（水）～3月31日（金）
申込方法 貸与願（飯田川庁舎及び昭和庁舎窓口センター

にあります）に合格通知書または在学証明書の
写しを添付して総務学事課に提出してください。

お問い合わせは…潟上市教育委員会・総務学事課（�877－7803）

奨学金貸与生を募集します

臨時職員を募集します
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※今月の公民館休館日は13日（月）です

【昭和公民館】（�855-5130）
●ほうかご元気塾
１日・８日（各水曜日）
15時～ レイクプラザ
２日・９日（各木曜日）
15時～ 豊川地区館
●湖南大学　卒業式・修了式
16日（木） ９時～

【飯田川公民館】（�877-6744）
●ことぶき大学園
〔普通科〕
16日（木）10時～　修了式
〔軽スポーツ科〕
２日・23日（各木曜日)
10時～　ふれあいスポーツ会館
〔書道科〕
14日・28日（各火曜日）10時～
●英会話教室
初級 ２日（木） 18時30分～
中級 16日（木） 18時30分～

●押し花教室
11日（土） 10時～
●少年少女発明クラブ
15日（水）15時～　修了式

【天王公民館】（�878-4111）
●お茶の間サロン
３日・10日・17日・24日（各金曜日）９時～

※10日は奉仕作業のため第１学習室、24日は大会の
ため体育館が利用できませんのでご了承ください。

【図書館】（�878-6688）
●読み聞かせ会
３月４日（土） 11時30分～ 昭和学習館

【追分児童館】（�873-4889）
●地域交流会（昔っこ遊び）
４日（土） 14時～
●人形ノブカバーづくり
22日（水） 15時～

生 涯 学 習 課

3 月 行 事 予 定

二
月
十
九
日
、
飯
田
川
地
区
各
分
館

（
下
虻
川
・
和
田
妹
川
・
金
山
・
飯
塚
）

主
催
で
の
「
地
域
づ
く
り
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
集
会
と
は
、
飯
田
川
地

区
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

四
十
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。
自
ら
の
住

ん
で
い
る
地
域
を
ど
の
よ
う
に
「
つ
く

っ
て
」
い
く
か
、
各
地
域
が
抱
え
て
い

る
問
題
や
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
実

践
に
向
け
、
個
々
で
話
し
合
お
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
下
虻
川
地
区
の
地
域
づ

く
り
集
会
は
、
ふ
れ
あ
い
の
家
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
各
種
団

体
の
活
動
状
況
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
」

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
田
川
地
区
で
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と

し
て
活
動
し
て
い
る
佐
藤
義
裕
さ
ん
か

ら
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
践
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
「
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
「
子
ど
も
た
ち
の

安
全
に
つ
い
て
は
み
ん
な
で
声
を
か

け
、み
ん
な
で
見
守
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
の
意
見
が
だ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
は
、
飯
田

川
地
区
で
は
十
六
人
の
方
が
依
頼

さ
れ
て
い
て
学
校
安
全
の
た
め
に

児
童
の
登
下
校
時
を
中
心
に
巡
回
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
す
。

▲多くの住民が参加した下虻川地区

▲佐藤義裕さんが実践報告（写真左）

地
域
づ
く
り
集
会

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
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1947年（昭和22年）伊豆大島に生まれる。高校卒業後、移民していた長兄をたよってカ

リフォルニアに渡米し農業に従事。5年後に帰国し、慶應義塾大学に入学。

日米関係、日系移民史を軸に多彩な執筆活動を展開し、異色の作家・評論家として注目さ

れ、1989年カリフォルニアでの体験をもとにした『ストロベリー・ロード』で第20回大宅壮

一ノンフィクション賞を受賞。1991年には映画化される。

著書に『カリフォルニア・ストーリー』『鎖国の感情を排す』『新・堕落論』『親米・反

米・嫌米論』『大議論』『孫正義が吹く』など多数。

●2001年4月から秋田公立美術工芸短期大学学長

●毎月第２、第４金曜日の秋田魁新報夕刊に『石川好の「眼」と「芽」』掲載中

基 調 講 演
秋田公立美術工芸短期大学学長　石

い し

川
か わ

好
よ し み

氏

『時代の変化に対応した生涯学習の方向性を探る』

時　　間 内　　　　　　 容
9時00分～ 9時45分 受　　付

9時45分～10時05分 開会行事

オープニングアトラクション「八郎ばやし保存会による和太鼓演奏」

10時10分～11時10分 シンポジウム 「わたしと生涯学習」（実践発表）

コーディネーター 潟上市社会教育委員長　　伊藤　金政 氏

シンポジスト 潟上市立羽城中学校教諭　舘岡　和人 氏

同 茶道裏千家師範　　　　　近藤　弘子 氏

同 読書サークル「古典に親しむ会」進藤エイ子 氏

11時10分～11時20分 休　　憩

11時20分～12時30分 基調講演 演題「地域づくり・人づくりと生涯学習」
講師　石川　好　氏

秋田公立美術工芸短期大学学長
作家・評論家

12時30分～ 閉会行事

合併後１年を迎えた潟上市の生涯学習の歩みをふり返り、時代の変化に対応した生涯学習による地域
づくりを進めることをねらいとして、『潟上市生涯学習推進大会』を開催します。
参加は無料ですので、市民多数のご来場お待ちしております。

●と　き　3月12日（日） 受付開始 9時00分　 開会 9時45分

●ところ　潟上市昭和公民館（�855－5130）
●主　催　潟上市教育委員会

●共　催　潟上市生涯学習奨励員協議会



県では、「秋田スギの家づくり」を応援するため、乾燥秋田ス
ギ認証製品の柱材、または秋田スギの集成柱材を使用し、構造
材に乾燥秋田スギ内装材をおおむね70％以上使用して、県内に
住宅を新築、もしくは全面的に改築する施主に、秋田スギ内装
材をプレゼントします。
提供するもの�秋田スギ内装材（壁面材・床材・天井材等）
規　　　　格�厚さ12ｍｍ以上、長さ3.65ｍ、幅任意を標準

とします。
提 供 数 量�全県で120戸（一般枠60戸、供給グループ枠

60戸）
お申込み期間�一般枠（1回目） ３月１日（水）～３月22日（水）

供給グループ枠　３月１日（水）～７月21日（金）
お 申 込 み�あきた県産材利用センターに郵送などにより必

要書類を提出してください。詳しくは同センタ
ーにご連絡ください。

お問い合わせは…〒010－0003 秋田市東通二丁目7－35
あきた県産材利用センター（�837－8095）

毎年、運輸支局の自動車検査・登録窓口は、年度末になると
大変混み合います。
とくに３月中旬以降は、自動車税課税替え（４月１日）前の駆

け込み申請や車検車両の増加で大変混雑し、利用者のみなさん
には長時間お待ちいただく状況にあります。
自動車の名義変更や抹消等の登録手続きを予定している方は、

年度末を待たずに比較的混雑しない３月上旬までに手続きされ
るよう、ご協力をお願いします。
お問い合わせは…東北運輸局秋田運輸支局

（�050－5540－2012）

主　催�潟上市レクリエーション協会
と　き�３月６日（月）10時～12時
ところ�潟上市昭和公民館
種　目�ペタンク（講習及び練習試合）
対　象�潟上市在住者または勤務者　　参加費�無　料
お問い合わせは…レク協会・土井（�873－5788）

主　催�潟上市レクリエーション協会
と　き�３月22日（水）10時～12時
ところ�潟上市天王公民館
対　象�潟上市在住者または勤務者　
参加費�一般200円（保険料含む）レク協会員無料
お問い合わせは…レク協会・三浦（�878－2521）

12

情報くらしの
くらしの

information

ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp

information

潟上市では人工透析（血液透析）患者に対し、通院加療に伴
う負担の軽減を図るため、交通費の一部を支援しております。
次の条件にすべて該当する方が対象となります。
対象者�
・潟上市在住で、前年分の世帯全員の所得税合算額（１月か
ら６月までの間は前々年分）が12万円以下の方。
・じん臓機能障害により、身体障害者手帳１級の交付を受け
ている方。
・人工透析（血液透析）の通院加療を月８回以上受けている方。
・自分でもしくは家族等の送迎により、通院加療を受けてい
る方。（無料送迎サービスを利用している方は対象となりま
せん）
支給金額�月　5,000円
支給月�４～７月分は８月、８～11月分は12月、12～３月分

は４月
申請書類�天王庁舎総合窓口センター�昭和庁舎社会福祉課

�飯田川庁舎総合窓口センターにあります
なお、12～３月分については４月に支給します。４月10日（月）

まで提出してください。
お問い合わせは…潟上市社会福祉課（�855－5112）

勤務場所�特別養護老人ホーム「松恵苑」
職　　種�看護師または准看護師　１人
資　　格�看護師免許・准看護師免許
お申込み�３月10日（金）までに履歴書を松恵苑まで直接ま

たは郵送で提出してください。
お問い合わせは…
〒010－0201 潟上市天王字鶴沼台43－226
社会福祉法人敬仁会・特別養護老人ホーム「松恵苑」

（�878－5533）

勤務場所�特別養護老人ホーム「昭寿苑」
職　　種�看護員
資　　格�看護師または准看護師
選考方法�面　接
お申込み�ご希望の方は３月10日（金）まで履歴書を昭寿苑

にお届けください。
お問い合わせは…特別養護老人ホーム「昭寿苑」

（�877－6411）

家を建てる人に「秋田スギ内装材プレゼント」

自動車の登録手続きはお早めに！！

人工透析患者通院支援費を支給します

「ニュースポーツを楽しむ集い」に参加しませんか

３／22 初心者むけ「３Ｂ体操」を開催します

社会福祉法人「敬仁会」職員を募集

社会福祉法人「昭和ふくし会」職員を募集

高齢者、身体・知的・精神障害者、児童・女性に関する福
祉、心の健康などの相談を受け付けています。
開設日�毎日（年末年始を除く）
開設時間�平　　日　８時30分～19時

土日祝日　10時～18時30分
福祉相談ダイヤル�018-831-2940 ＦＡＸ�018-831-2306
Ｅメール�fukushi@pref.akita.lg.jp
所在地�秋田市中通二丁目1-51（明徳館ビル１階）
お問い合わせは…県福祉相談センター（�831－2301）

福祉のあらゆる分野の相談窓口

『交通災害・不慮の災害共済』受付中
交通災害共済掛金　年額 400円
不慮の災害共済掛金　年額 600円

お申込み・お問い合わせは…潟上市役所・各庁舎
総合窓口センター及び追分出張所まで



＜飯田川地区＞

船木　将
まさ

輝
てる

くん　（住　宅、貴　紀・弥　生）

佐藤　有
ゆ

姫
き

ちゃん（駅　前、健　悦・潤　子）

佐々木春
はる

菜
な

ちゃん（住　宅、慎　悟・菜穂子）

＜昭和地区＞

小松　大門
やまと

くん　（荒長根、大　作・理　香）

＜天王地区＞

野呂　柚
ゆず

歌
か

ちゃん（上北野、静　人・有　美）

目黒　真
ま

彩
あや

ちゃん（上北野、優　也・幸　子）

舘岡　　輝
ひかる

くん　（長　沼、敦　浩・明　美）

伊藤　泰悟
たいご

くん　（長　沼、健　人・祥　子）

小川　千遥
ちはる

ちゃん（追　分、祐　司・裕　子）

松村　紗
さ

衣
え

ちゃん（棒沼台、春　幸・雅　子）

菊地　寛
ひろ

人
と

くん　（中分水、光　貴・幸　子）

工藤　慎大
まひろ

くん　（塩　口、宏　樹・美　里）

目黒　凛華
る か

ちゃん（北　野、節　男・里　子）

阿部　妃莉
ひまり

ちゃん（上北野、康　幸・詩　織）

加藤　奏太
そうた

くん　（長　沼、圭　太・沙　織）

石川　知奈
ち な

ちゃん（御休下、英　一・美奈子）

森谷　　侑
たすく

くん　（一　向、 創　・名　子）

伊藤　湧太
ゆうた

くん　（北　野、永　裕・則　子）

昭和・飯田川地区 氏名（町内名、父・母）の順
天王地区 氏名（字　名、父・母）の順

＜飯田川地区＞
１/10 鈴木　鐵朗さん（中町１、64歳）

１/12 阿部カツヱさん（寺ノ下、84歳）

１/17 鈴木　ノヱさん（飯塚上、84歳）

＜昭和地区＞
12/31 齋藤美智男さん（アミダ堂、60歳）

12/31 原專太郎さん（野村中、82歳）

１/３　小松　進悦さん（川　向、80歳）

１/５　菅原　ミチさん（大郷守、73歳）

１/11 横山テツヱさん（元　木、86歳）

１/13 菅原　フミさん（野村中、81歳）

１/16 三浦　勇治さん（白洲野、88歳）

１/28 原金五郎さん（野村中、90歳）

１/28 川上　キヨさん（荒長根、95歳）

１/28 �橋�治郎さん（アミダ堂、77歳）
１/31 三浦　ヒサさん（白洲野、79歳）

＜天王地区＞
１/３　南都　信雄さん（下分水、71歳）

１/３　児玉　忠雄さん（天　王、70歳）

１/４　加藤志賀子さん（長　沼、55歳）

１/７　櫻庭　サトさん（塩　口、88歳）

１/７　伊藤　清彦さん（二　田、54歳）

１/９　安田日出子さん（羽　立、89歳）

１/12 伊藤キミエさん（御休下、95歳）

１/14 武田　まつさん（北　野、87歳）

１/18 佐藤　　功さん（北　野、61歳）

１/18 西村房之助さん（羽　立、64歳）

１/19 安田　兼秋さん（羽　立、79歳）

１/21 竹谷　勝治さん（上江川、73歳）

１/21 倉部　　魁さん（上江川、73歳）

１/24 石黒　トミさん（天　王、84歳）

１/25 伊藤　ハルさん（上江川、82歳）

１/28 亀田　アイさん（持谷地、79歳）

１/28 小杉　弘次さん（長　沼、62歳）

１/29 柏�エツヱさん（天　王、90歳）
１/30 石塚　ヨシさん（追　分、91歳）

昭和・飯田川地区 氏名（町内名、年齢）の順
天王地区 氏名（字名、年齢）の順

お誕生おめでとう

「出生」「死亡」は
住民基本台帳平成18年１月１日～31日届出分を掲載

お誕生おめでとう

おくやみを申し上げます
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おくやみを申し上げます

世 帯 数　12,527世帯（－２）
人　　口　36,154人（－９）
うち男性　17,307人（－２）
女性　18,847人（－７）

住民基本台帳　平成18年１月31日現在
※（ ）内は前月比

市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図るため、『市長面会日

～ようこそ市長室へ』を開設します。

市民参加の活力あるまちづくりに、あなたの声を市長に届けてください。

＜３月の面会日＞

●３月22日（水）10時～12時�天王地区

●３月22日（水）13時～15時�昭和・飯田川地区

お申し込み・お問い合わせは…
3月13日（月）15時までに潟上市総合政策課へ（�878－9802）

平成18年度から
天王支部の納税組合員にも
納期限ごとに督促状を送付します
市では、平成18年度から潟上市天王支

部納税貯蓄組合連合会の組合員にも納期
限ごとに督促状を送付します。
地方税法第329条により徴税吏員は、

納期限後20日以内に滞納者に対して督促
状を発し、督促を行なわなければならな
いと規定されています。
これまで、最終納期限後まとめて督促

状を発送しておりましたが、納税の公平
性から各納期限ごとに督促状の発送が必
要となりますので、天王支部組合員みな
さまの一層のご理解とご協力をお願いし
ます。
なお、督促状が発行されますと、潟上

市諸収入金に係る督促手数料及び延滞金
の徴収に関する条例に基づき督促状１通
につき100円の督促手数料が加算される
ことになりますので、必ず納期限内に納
付しましょう。

お問い合わせは…潟上市収納課
（�878－9804）

納課から

今年度より、天王地区の冬期間中の水
道メーター検針については、隔月に実施
いたしましたが（２月上旬）、積雪等に
より検針できなかった場合の水道料金に
ついては、２月分と３月分が推定料金
（前３カ月使用水量の平均）の請求とな
り、４月検針時での精算となります。
なお、昭和・飯田川地区においては、

３月・４月検針時での精算となります。

お問い合わせは…
潟上市水道課（�855－5123）

収

道課からのお知らせ水

得 捉

増
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古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

▲講師を交えての「トークショー」

▲小中学生たちが熱心に聞き入る

平成19年秋田国体・障害者スポーツ大会開会式では、

炬火台に点火され、大会期間中、選手たちの活躍を見守る

炬火を採火するための炬火採火地と炬火名（県内９カ所）

が決定いたしました。

炬火（きょか）とは、たいまつのことでオリンピックの

「聖火」にあたり、リレーの先導者が持つ「トーチにとも

される火」のことです。この炬火のもととなる火を採取す

ることを「採火（さいか）」といいます。

それぞれの地域で採火された炬火は、大会旗とともに各

地域をリレーし(潟上市内は、入道崎で採火された「北緯

40度・なまはげ交流の火」がリレーされます)、総合開会

式において炬火台に引き継がれます。

炬
き ょ

火
か

採
さ い

火
か

地が決定しました

二
月
十
八
日
、
潟
上
市
昭
和

公
民
館
で
秋
田
県
少
年
レ
ス
リ

ン
グ
協
会
主
催
の
強
化
事
業
と

し
て
、
講
演
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
開
催
さ
れ
、
指
導
者
や
選

手
、
保
護
者
な
ど
多
数
が
来
場

し
ま
し
た
。

ま
ず
、
講
演
会
で
は
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン

グ
五
十
五
kg
級
優
勝
の
吉
田
沙

保
里
選
手
の
指
導
者
で
、
父
で

も
あ
る
吉
田
栄
勝
先
生
が
「
親

子
の
き
ず
な
」
を
テ
ー
マ
に
、

選
手
と
指
導
者
・
娘
と
父
の
関

係
や
家
族
の
夢
で
も
あ
っ
た
金

メ
ダ
ル
獲
得
ま
で
を
講
演
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
吉
田
栄
勝
先
生
と

中
京
女
子
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
監

督
の
栄
和
人
先
生
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
で
本
市
出
身
の
菅
原
弥

三
郎
先
生
の
三
人
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
レ
ス

リ
ン
グ
の
話
題
か
ら
吉
田
沙
保

里
選
手
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
平
成

十
九
年
秋
田
わ
か
杉
国
体
へ
の

期
待
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
吉
田
沙
保
里
選
手
が
獲

得
し
た
金
メ
ダ
ル
を
披
露
し
、

子
ど
も
た
ち
が
メ
ダ
ル
を
掛
け

た
り
・
触
っ
た
り
し
て
大
盛
況

で
し
た
。

相撲競技
（天王地区）

レスリング競技
（昭和・飯田川地区）

日

あと

地　域
鹿　角
北秋田

山　本

秋　田

由　利

仙　北

平　鹿

雄　勝

とわに輝く縄文の火

炬　火　名
大湯ストーンサークル館

採　火　地

阿仁マタギの火 道の駅あに「マタギの里」

未来へつなぐ白神の火

とどけ・わか杉へ
やよいの火
北緯40度・なまはげ
交流の火

輝け鳥海　若人の火

仙北平野に蘇る
古代浪漫の火
大地(よこて)駆ける！
～豊穣と融合の火～

雄湯郷こまちの火

白神山地世界遺産センター
「藤里館」
地蔵田遺産
(御所野「弥生っこ村」)

入道崎（男鹿）

ねむの丘（象潟）

払田柵（大仙）

保呂羽山波宇志別神社
(神楽殿)

小町堂（湯沢）

お問い合わせは…
潟上市教育委員会・国体事務局（�877－7807）


